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｜広報おち｜4月号｜2｜

ま・ち・の・話・題

防
災
訓
練
・
防
災
学
習
会
を
実
施

芸
北
は
大
雪
で
し
た
！

北
広
島
町
芸
北
地
域
交
流
事
業

◎
８
区
北
自
主
防
災
組
織

◎
８
区
南
自
主
防
災
組
織

◎
五
味
自
主
防
災
組
織

◎
桑
薮
自
主
防
災
組
織

◎
遊
行
寺
自
主
防
災
組
織

２
月
21
日
か
ら
３
月
７
日
に
か

け
て
、
５
つ
の
自
主
防
災
組
織
が

防
災
訓
練
と
防
災
学
習
会
を
実
施

し
、
南
海
地
震
な
ど
の
き
た
る
大

災
害
に
備
え
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、
消
火
訓
練
や
応
急

手
当
法
に
加
え
て
、
新
し
く
整
備

し
た
チ
ェ
ン
ソ
ー
や
発
電
機
な
ど

の
救
出
・
救
助
用
資
機
材
の
取
り

扱
い
訓
練
や
、
実
際
に
担
架
を
使

っ
て
の
傷
病
者
搬
送
訓
練
を
熱
心

に
行
い
ま
し
た
。

学
習
会
で
は
、
南
海
地
震
や
土

砂
災
害
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識

を
習
得
す
る
と
と
も
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
必
要
性
な
ど
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

参
加
・
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

住
民
の
皆
さ
ん
、
関
係
機
関
の
皆

さ
ん
、
本
当
に
お
つ
か
れ
さ
ま
で

し
た
。

２
月
19
日
、
20
日
の
２
日
間
、
北

広
島
町
芸
北
地
域
へ
越
知
小
学
校

５
年
生
22
人
が
ス
キ
ー
体
験
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。

越
知
町
で
の
夏
の
交
流
は
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
で
中

止
に
な
り
ま
し
た
が
、冬
の
交
流
は

芸
北
支
所
の
温
か
い
ご
配
慮
で
実

現
で
き
ま
し
た
。

芸
北
地
域
は
、
前
日
か
ら
越
知

町
の
児
童
を
待
っ
て
い
た
よ
う
に

雪
が
降
り
積
も
り
、
大
雪
の
中
ソ

リ
や
ス
キ
ー
で
雪
国
を
満
喫
し
ま

し
た
。

交
流
に
参
加
し
た
児
童
の
作
文

を
紹
介
し
ま
す
。

三

浦

愛

海

「
芸
北
に
行
っ
た
2
日
間
は
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。ソ
リ
は
、
つ

な
が
っ
て
す
べ
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ

な
す
べ
り
方
が
あ
っ
て
楽
し
か
っ

た
で
す
。神
楽
は
迫
力
が
あ
り
、
大

き
い
大
蛇
を
一
人
で
く
る
く
る
回

し
て
い
て
重
た
く
な
い
の
か
な
と

思
い
ま
し
た
。女
の
人
を
演
じ
て
い

る
の
が
男
の
人
で
が
っ
く
り
し
ま

し
た
。ホ
テ
ル
は
、
行
っ
た
と
き
0

℃
で
、
寒
か
っ
た
で
す
。ご
飯
が
と

っ
て
も
豪
華
で
し
た
。ス
キ
ー
は
ぜ

ん
ぜ
ん
止
ま
れ
な
く
て
、
こ
れ
は
上

か
ら
す
べ
る
の
は
ま
だ
無
理
だ
な

あ
と
思
い
ま
し
た
。時
間
が
な
く

て
、
上
か
ら
み
ん
な
す
べ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。私
は
こ
の
交
流
で
、
た
く

さ
ん
友
達
が
で
き
て
、二
人
と
は
手

紙
を
送
る
約
束
も
し
ま
し
た
。ま
た

会
え
る
と
い
い
な
。」

◆
五
味
自
主
防
災
組
織

◆
遊
行
寺
自
主
防
災
組
織

◆
桑
薮
自
主
防
災
組
織

◆
８
区
北
自
主
防
災
組
織

◆
８
区
南
自
主
防
災
組
織



｜3｜広報おち｜4月号｜

ま・ち・の・話・題

第
5
回 

お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
カ
ッ
プ

月
17
日
、
26
日
に
、
町
民
総

合
運
動
場
体
育
館
に
お
い
て
、
第

５
回
お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
カ
ッ

プ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ス
カ
ッ
シ
ュ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
２
種
目
の
大
会

が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
で
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

（
敬
称
略
）

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

優
勝役

場
上
田

和
浩

高
橋

雅
丈

井
上

昌
治

岡
田

孝
司

岡
林

裕
明

和
田

薫

岡
林

美
穂

岡
田

浩
和

小
田
ゆ
り
え

準
優
勝

Ｗ
ｉ
ｔ
ｃ
ｈ

第
三
位

高
吾
北
広
域
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

【
ス
カ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

一
部
優
勝

Ｓ
―
ｅ
ｖ
ｏ
ｌ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

森
下

夏
希

渡
辺

和
子

土
居

敏
子

準
優
勝

大
谷
家

第
三
位

ス
カ
ッ
シ
ュ
杣
本

二
部
優
勝

佐
川
す
み
れ
Ａ

古
味

千
佳

森
田

訓
広

横
畠

由
紀

準
優
勝

ス
カ
ッ
シ
ュ
北
河

第
三
位

ブ
ル
ー
ア
イ
ラ
ン
ド

３
月
５
日
に
、
消
防
署
・
警
察

署
・
地
域
安
全
協
会
・
民
生
委

員
・
消
防
団
の
皆
さ
ん
と
、
社
会

福
祉
協
議
会
・
町
職
員
ら
が
野
老

山
地
区
の
75
歳
以
上
の
ご
夫
婦
や

一
人
暮
ら
し
の
方
の
お
宅
を
訪
問

し
、
台
所
や
風
呂
場
な
ど
の
火
の

元
を
点
検
す
る
と
と
も
に
、
悪
質

商
法
等
の
防
犯
対
策
を
指
導
し

て
、
防
火
・
防
犯
意
識
の
高
揚
を

図
り
ま
し
た
。

ま
た
当
日
、
偶
然
に
も
野
老
山

地
区
数
カ
所
で
、
悪
質
訪
問
販
売

員
と
思
わ
れ
る
者
に
出
く
わ
し
、

こ
れ
の
撃
退
に
成
功
し
、
高
齢
者

の
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

訪
問
販
売
員
を
撃
退
！

野
老
山
地
区
地
域
安
全
診
断

３
月
７
日
に
、
越
知
町
消
防
団

に
よ
る
消
防
水
利
点
検
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
点
検
は
、
火
災
発
生
時
に

速
や
か
に
消
火
活
動
を
行
う
た

め
、
毎
年
、
火
災
予
防
週
間
中
に

消
防
団
行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
５
つ
の
班
に
別
れ

て
、
野
老
山
・
横
畠
・
明
治
地
区

の
す
べ
て
の
消
火
栓
と
防
火
水
槽

を
点
検
・
確
認
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
消
防
団
員
の
皆
さ

ん
、
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。 消

防
水
利
点
検

春
の
火
災
予
防
運
動

２
月
27
日
か
ら
３
月
３
日
ま
で

の
期
間
、
６
区
の
旧
大
川
薬
舗
に

お
い
て
、
お
ち
町
並
の
会
主
催
に

よ
る
「
ひ
な
ま
つ
り
と
陶
芸
展
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
貴
重
な
明
治
時
代

の
ひ
な
人
形
や
、
珍
し
い
掛
け
軸

ひ
な
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
人
々

は
そ
の
あ
で
や
か
さ
に
思
わ
ず
見

と
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
に
、
ま
り
が
陶
芸

教
室
の
教
室
生
ら
が
作
製
し
た
陶

器
の
展
示
即
売
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 あ

で
や
か
に
ひ
な
ま
つ
り

『
お
ち
町
並
の
会
』

ボール 上位チーム

スカッシュバレーカス ッシシュバレー

スカッシュバレー表彰カス ッシシュバレー表彰

スカッシュバレー

スカッシュバレー表彰
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３
月
の
定
例
議
会
で
、
平
成
22

年
度
の
一
般
会
計
と
９
つ
の
特
別

会
計
お
よ
び
企
業
会
計
の
当
初
予

算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う

ち
一
般
会
計
当
初
予
算
は
総
額

3
6
億
3
，
8
2
9
万
円
（
前
年

度
比
0
.
2
パ
ー
セ
ン
ト
減
）
の

予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
算
は
、
一
般
的
に
そ
の
自
治

体
の
構
想
や
行
政
方
針
を
示
す
設

計
書
と
も
い
わ
れ
る
ほ
ど
重
要
な

も
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら

し
に
直
接
関
係
す
る
大
切
な
も
の

で
す
。
そ
こ
で
、
一
般
会
計
の
中

身
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

歳
入
に
つ
い
て

グ
ラ
フ
が
示
す
よ
う
に
、
町
が

確
保
で
き
る
町
税
等
の
自
主
財
源

は
、
全
体
の
1
5
・
5
パ
ー
セ
ン

ト
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
残
り
の

8
4
・
5
パ
ー
セ
ン
ト
を
地
方
交

付
税
や
国
・
県
補
助
金
、
交
付
税

措
置
の
あ
る
町
債
を
有
効
に
活
用

し
、
歳
入
の
確
保
を
図
っ
て
い
ま

す
。

 

歳
出
に
つ
い
て

主
な
性
質
別
経
費
を
見
る
と
、

人
件
費
や
扶
助
費
、
償
還
金
で
あ

る
公
債
費
の
義
務
的
経
費
は
1
6

億
6
，
8
1
6
万
円
（
前
年
度
比

0
・
3
パ
ー
セ
ン
ト
増
）
で
、
全

体
の
4
5
・
8
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
普
通
建
設
事
業
費
や
災

害
復
旧
事
業
費
の
投
資
的
経
費
は

4
億
6
2
4
万
円
（
前
年
度
比

2
5
・
4
パ
ー
セ
ン
ト
減
）
で
、
全

体
の
1
1
・
2
パ
ー
セ
ン
ト
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
一
部
事

務
組
合
や
各
種
団
体
へ
の
負
担

金
、
補
助
金
や
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
等
は
、
1
5
億
6
，
3
8
9

万
円
で
、
全
体
の
4
3
・
0
パ
ー

セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
２２
年
度

当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
！

情　報　広　場
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歳
入
の
大
半
を
占
め
る
地
方
交

付
税
は
、
国
が
「
地
域
主
権
改

革
」
の
第
一
歩
と
し
て
地
方
が
自

由
に
使
え
る
財
源
を
増
や
し
、
地

方
の
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
総
額
で
対

前
年
比
1
兆
7
3
3
億
円
増
額
と

し
た
こ
と
で
、
本
町
に
お
い
て
も

前
年
度
比
2
・
5
％
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
財
源
不
足
を
補
う
財
政

調
整
基
金
と
減
債
基
金
の
合
計
残

高
は
平
成
21
年
度
末
で
8
億

3
8
6
万
円
と
、
財
政
健
全
化
の

取
り
組
み
も
あ
り
一
定
の
金
額
が

保
た
れ
て
い
ま
す
が
、
中
期
的
に

見
た
場
合
は
、
十
分
な
額
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
現
下
の
深
刻

な
税
収
の
落
ち
込
み
や
国
・
地
方

が
共
に
多
額
の
債
務
を
抱
え
て
い

る
現
状
か
ら
、
さ
ら
に
厳
し
い
財

政
状
況
に
陥
る
こ
と
さ
え
想
定
さ

れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
深
刻
な
雇
用

情
勢
の
悪
化
に
対
応
す
る
た
め
の

対
策
を
初
め
と
し
、
産
業
の
振

興
、
少
子
化
対
策
、
中
山
間
対

策
、
南
海
地
震
対
策
等
緊
急
に
取

り
組
む
べ
き
行
政
課
題
を
確
実
に

実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。こ

の
ま
ち
に
住
み
た
い
、
住
ん

で
良
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
将

来
に
希
望
が
持
て
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
は
続
き
ま
す

が
、
真
に
必
要
な
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
再
構
築
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま

す
。ま

た
、
当
初
予
算
で
は
歳
入
が

は
っ
き
り
と
見
込
め
な
い
た
め
予

算
化
を
見
送
っ
て
い
る
も
の
も
あ

り
ま
す
の
で
、
今
後
の
国
・
県
の

補
助
金
等
の
動
向
を
見
極
め
な
が

ら
補
正
予
算
で
肉
付
け
を
し
て
い

き
ま
す
。

用語の説明
町債 長期間の町の借金。事

業を行う際に財源不足が生じた

場合や将来の町民にも経費を負

担してもらうことが公平と考え

られる場合に町債を用いる。

地方交付税 地方公共団体

がその財政需要に即した必要財

源を確保できるように、一定の

基準で国がその使い道を限定せ

ずに交付するお金のこと。

公債費 地方公共団体が借り

入れた地方債の元利償還金や一

時借入金利子のこと。

公債費比率　公債費（地方
債の元利償還金）の一般財源に

占める割合のこと。

情　報　広　場
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一
般
廃
棄
物
の
収
集
お
よ
び

運
搬
業
務
委
託
の
指
名
競
争
入
札

次
の
委
託
業
務
を
指
名
競
争
入

札
に
よ
り
執
行
し
ま
す
の
で
、
参
加

を
希
望
す
る
者
は
、
次
の
と
お
り
必

要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

一
　
委
託
業
務
内
容

委
託
業
務
名

一
般
廃
棄
物
の
収
集
お
よ
び

運
搬
業
務
委
託

委
託
期
間

平
成
22
年
6
月
か
ら

平
成
26
年
5
月
ま
で

委
託
区
域

小
舟
・
１
区
か
ら
13
区
等
の

市
街
地
周
辺

委
託
内
容

委
託
区
域
の
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
等
か
ら
高
吾
北
清
掃
セ

ン
タ
ー
へ
一
般
廃
棄
物
の
収

集
運
搬

二
　
参
加
資
格

・
本
町
の
住
民
票
に
登
録
さ
れ
て

い
る
者
で
あ
る
こ
と
。

・
同
居
す
る
家
族
全
員
が
、
既
に

納
期
の
到
来
し
た
町
税
（
国
民

健
康
保
険
税
を
含
む
。
）
な
ど

を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

・
可
燃
物
の
収
集
運
搬
業
務
は
、

パ
ッ
カ
ー
車
で
行
う
こ
と
。

・
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
22

年
政
令
第
16
号
）
第
1
6
7
条

の
11
の
規
定
に
よ
る
こ
と
。

・
廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
（
昭
和
45
年
法
律

第
1
3
7
号
）
第
6
条
の
2
お

よ
び
廃
掃
法
施
行
令
第
4
条
に

規
定
す
る
委
託
基
準
に
合
致
す

る
者
で
あ
る
こ
と
。

三
　
入
札
参
加
者
の
提
出
書
類

・
一
般
廃
棄
物
の
収
集
お
よ
び
運

搬
業
務
委
託
指
名
申
請
書

・
納
税
証
明
書

・
水
道
料
金
等
納
入
済
証
明
書

四
　
提
出
書
類
の
受
け
付
け

提
出
期
限

平
成
22
年
4
月
16
日

午
後
5
時
15
分

提
出
場
所

総
務
課

五
　
そ
の
他

・
提
出
書
類
の
作
成
に
係
る
費
用

は
、
申
請
者
の
負
担
と
し
ま

す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

環
境
水
道
課
環
境
衛
生
係

T
E
L
２
６

－

１
１
１
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
６

－

０
６
０
０

平成22年度 総合健診のお知らせ平成22年度 総合健診のお知らせ
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平成22年度 平成22年度 総合健診のお知らせ総合健診のお知らせ平成22年度 平成22年度 総合健診のお知らせ総合健診のお知らせ平成22年度 総合健診のお知らせ
の日程で総合健診および乳がん検診を実施します。年に一度の健診ですので、多くの方が受診

されますようお勧めします。

　明治地区の方は５月上旬、明治地区以外の方は8月上旬に受診希望調査票を送付しますので、ご

記入のうえ期日までに必ず返信ください。調査票が送られてこない場合には、保健福祉センターま

でご連絡をお願いします。

　なお、今年も飛び込みでの当日受け付けはできませんので、必ず事前に申し込みをしていただく

ようお願いします。

　また、明治地区総合健診で受診できなかった方は10月に行う総合健診でも受診できますので、

ご希望の方は、保健福祉センターまでお申し込みください。

今年度は、特定健診および肺がん検診のひろい健診を下記の日程で行います。上記の日程で

総合健診を受診出来なかった方は受診してください。ただし、がん検診は、肺がん検診以外は実

施しませんので、胃がん検診等を受診されたい方は、上記の日程で受診してください。

本年度40歳以上の女性が対象です。

◆お問い合わせ先：保健福祉センター ＴＥＬ２６－３２１１

＊総合健診日程・実施場所

＊乳がん検診（マンモグラフィー）日程・実施場所

＊特定健康診査・肺がん（レントゲン）検診のひろい健診
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自
分
一
人
で
は
悩
ま
な
い
で
ま
ず
は
相
談
を

心
の
病
気
に
は
早
め
の
治
療
が

大
切
で
す

「
な
ん
と
な
く
調
子
が
悪
い
」

「
だ
る
い
」
と
い
っ
た
症
状
が
１

カ
月
以
上
続
い
て
い
た
り
、
ス
ト

レ
ス
度
自
己
チ
ェ
ッ
ク
で
受
診
す

る
よ
う
に
判
定
さ
れ
た
ら
、
一
人

で
悩
ま
ず
に
、
心
療
内
科
や
精
神

科
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
行
っ
て
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

心
の
病
気
を
治
す
た
め
、
医
師
は
、

そ
の
人
の
悩
み
や
置
か
れ
て
い
る

環
境
を
よ
く
知
っ
て
現
在
の
状
況

を
判
断
し
、効
果
的
な
治
療
法
を
考

え
て
く
れ
ま
す
の
で
、正
直
に
信
頼

し
て
話
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

家
族
の
理
解
が
大
切
で
す

心
の
病
気
は
、
家
族
や
周
囲
の

理
解
が
と
て
も
大
切
で
す
。

ま
ず
、
ゆ
っ
く
り
心
が
落
ち
着

け
る
環
境
を
整
え
、
見
守
っ
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。

よ
く
な
っ
た
り
、
悪
く
な
っ
た

り
を
繰
り
返
す
こ
と
や
、
ひ
ど
い

言
葉
で
家
族
を
責
め
る
こ
と
も
あ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
も

病
気
の
た
め
と
理
解
し
、
治
療
を

受
け
る
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

T
E
L
２
６
―
３
２
１
１

最
近
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で

疲
れ
て
、
心
の
病
気
に
な
る
方
も

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

今
回
は
、
心
の
病
気
に
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
、
心
の
健

康
づ
く
り
の
た
め
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
、
ま
た
、
ス
ト
レ
ス
自
己
チ

ェ
ッ
ク
の
方
法
な
ど
を
お
伝
え
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
は
心
と
体
に

現
れ
ま
す
。

過
剰
な
ス
ト
レ
ス
は
心
と
体
に

変
調
を
き
た
し
ま
す
・
代
表
的
な

２
つ
の
症
状
は
、
体
に
現
れ
る

「
心
身
症
」
と
心
に
現
れ
る
「
う

つ
病
」
で
す
。

心
身
症
で
は
、
頭
痛
、
気
管
支

喘
息
、
自
律
神
経
失
調
症
、
高
血

圧
、
糖
尿
病
、
十
二
指
腸
潰
瘍
な

ど
の
症
状
が
あ
り
ま
す
。

う
つ
病
で
は
、
気
分
が
沈
む
、

興
味
・
喜
び
の
感
情
の
減
退
、
疲

労
感
が
２
週
間
以
上
も
続
く
な
ど

で
す
。

食
欲
不
振
、
疲
労
感
、
気
分
が

沈
む
、
動
作
が
鈍
く
な
る
、
死
に

た
い
と
思
う
、
興
味
が
持
て
な
く

な
る
な
ど
の
症
状
が
現
れ
た
ら
、

そ
れ
は
心
の
悲
鳴
で
す
。
こ
う
し

た
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
ず
、
適
切
に

対
処
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て

子
ど
も
た
ち
も
、
幼
い
う
ち
か

ら
大
人
と
同
じ
よ
う
に
競
争
社
会

に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

友
人
関
係
や
先
生
や
大
人
た
ち

と
の
か
か
わ
り
で
悩
む
こ
と
も
あ

り
、
心
や
体
も
疲
れ
て
、
不
登
校

や
無
気
力
症
、
引
き
こ
も
り
、
暴

力
な
ど
が
現
れ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
の
日
頃
の
状
態
に
、

早
い
段
階
で
気
づ
い
て
あ
げ
る
こ

と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

今
日
か
ら
で
き
る

心
の
健
康
づ
く
り

心
の
健
康
の
維
持
・
増
進
に

は
、
自
分
が
受
け
て
い
る
ス
ト
レ

ス
を
正
確
に
理
解
し
、
柔
軟
に
受

け
止
め
て
、
上
手
に
解
消
す
る
と

い
う
、
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
応
能
力

を
高
め
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

実
践
ス
ト
レ
ス

対
処
法

①
ま
ず
ス
ト
レ
ス
の
原
因
を

突
き
止
め
る
。

②
原
因
が
わ
か
っ
た
ら
、
そ

の
問
題
を
解
決
す
る
方
法

を
い
く
つ
か
考
え
る

③
実
行
し
や
す
い
解
決
方
法

を
選
び
、
実
行
す
る
。

④
そ
の
結
果
、
う
ま
く
い
っ

た
ら
そ
の
方
法
を
続
け
て

み
る
。
そ
う
で
な
け
れ

ば
、
も
う
一
度
考
え
直
し

て
別
の
方
法
で
行
う
。

ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る

た
め
に
は

★
自
分
な
り
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
方
法

を
身
に
つ
け
る

★
趣
味
や
旅
行
な
ど
で
気
分
転
換

し
よ
う

★
適
度
な
運
動
・
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
生
活
を

★
十
分
な
睡
眠

★
腹
式
呼
吸
を
行
お
う

次
に
ス
ト
レ
ス
自
己
チ
ェ
ッ
ク

に
つ
い
て
書
い
て
い
ま
す
。
な
ん

と
な
く
や
る
気
が
出
な
い
方
な

ど
、
参
考
に
答
え
て
み
ま
せ
ん

か
？

﹇
保
健
師
だ
よ
り
﹈

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て

最近最近１カ１カ月の月の間に間に思い思い当た当たる項る項目の目の□に□にレ点レ点をつをつけてけてくだくださいさい。。
□★１、家庭内でいろいろな問題があったばかりだ
□★２、自分を取り巻く環境に多くの変化がある
□ ３、家事をあまりやる気がなく、疲れやすい
□ ４、人に会うのがおっくうで、何をするのも面倒だ
□ ５、お腹が張るようで、下痢や便秘を交互に繰り返す
□ ６、目が疲れがが たり、めまい、立ちくらみがある
□ ７、気分がどうも沈みがちで、憂鬱である
□ ８、ささいなことで腹が立ち、イライラしてしまう
□ ９、楽しみにしている趣味などはほとんどない
□１０、運動など何もやっていない
□１１、肩こりや、背中、腰が痛くがが なることがある
□１２、食欲があまりなく、少しずつ体重が減ってきた
□１３、生理が不順である
□１４、頭がすっきりせず、重く感じられる
□★１５、よくかぜをひくが、治りにくくて長引くことが多いが
□★１６、体調が悪くて医者に行ったが、気のせいだと言われた
□１７、前日の疲れが残っていて、朝から体がだるい
□１８、寝付きが悪く、夢を見ることが多い
□１９、急に息苦しくなったり、胸が痛くがが なる
□２０、手足が冷たく感じたり、汗をかく量が多くが なった

５個以下　　　正常範囲
→ストレスとのつきあい方が非常に上手です。
６～１０個　　ストレス予備軍
→休養をとり、気分転換をしましょう。
１１～１５個　ストレス状態(要注意)
→心が悲鳴を上げています。生活を見直しましょう。
１６個以上　ストレス症(要医療)
→できるだけ早く専門医に相談しましょう。
※□の数が５個以下でも、★印の項目が１つでもあれば要注意

﹇
判
定
﹈
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い
じ
め
、
不
登
校
、
児
童
虐

待
な
ど
の
相
談
ご
と
は
、
子
ど

も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
中
心

と
な
っ
て
支
援
し
ま
す
。

【
相
談
窓
口
】

昼
間

・
子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

こ
す
も
す
（
教
育
委
員
会
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

３
４
０
０

夜
間

・
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

び
ゃ
く
れ
ん
（
佐
川
町
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
０

－

０
２
０
３

そ
の
他
関
係
機
関

・
中
央
児
童
相
談
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８

－

８
６
６

－

６
７
９
１

・
高
知
県
教
育
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８

－

８
６
６

－

３
８
９
０

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
２
０

－

０
０
７

－

１
１
０

・
高
知
県
心
の
教
育
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８

－

８
３
３

－

２
９
２
２

子子子子
どど
もも
支支
援援

ネネネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク

ここここ
すす
もも
すす

　11月初旬より新型インフルエンザワクチン接種が行われています。越知町では町民税非課税世
帯と生活保護世帯の方に対して接種費用の負担軽減を実施していますが、４月１日より負担
軽減の申請方法がかわりますのでお知らせします。

［負担軽減対象者］
町民税非課税と生活保護世帯の方（世帯全員が町民税非課税か生活保護の該当者）
＊軽減が受けられるかの確認は、個人情報保護のため、電話等ではお答えできません。

［接種費用について］
１回目＝3,600円
２回目＝2,550円（１回目と異なる医療機関で接種する場合は3,600円）
負担軽減対象の方は全額免除

［申請方法］
　４月１日より接種された方は、病院窓口でお支払いいただき、下記の物を持参してください。後

日、指定口座へ振り込みます。※3月31日までに負担軽減を受けずに接種された方も申請の対象です。

１．接種後、越知町保健福祉センターにお越しいただき、備えつけの申請書にて、接種費支給の

　　申請をしてください。

２．申請の際、お持ちいただくもの

①印鑑（代理申請をする時は、代理人の印鑑も必要です）

②医療機関の領収書

③接種済証

④振込先（口座番号）がわかるもの

・接種者本人の口座であること

・20歳未満の対象者の場合は、保護者の口座番号（既婚者は除く）

　　　　②医療機関の領収書と③接種済証をお持ちでない方は申請できません。

　　　　医療機関によっては手数料等が含まれていますが、接種費用のみの支給となります。

［相談・申請窓口］　詳しくは下記へお問い合わせください。
　越知町保健福祉センター　越知甲２４５７番地（９区）

　平日　８：３０～１７：１５　　電話　２６－３２１１

注意

新 型 イ ン フ ル エ ン ザ ワクチン接種について

クククククワクワクワクワクワクワクワクワクワクワワワ ンンンンンンンンンンチンチンチチチチチチチチチチチチ
種種種種種種種接種接種接種接種接種接種接種接種接種接接接接接接接
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ごごごご
利利
用用
くく
だだ
ささ
いいいい

〜〜
福福福福
祉祉
タタ
クク
シシ
ーー
・・
福福
祉祉
ガガ
ソソソソ
リリ
ンン
チチ
ケケ
ッ
トト
〜〜

「
今
年
か
ら
精
神
障
害
も
新
た
に
交
付
し
ま
す
」

環環環境水道課 水環境水道課 水水道係からのお水道係からのおお知らせお知らせ
こんな時には届けをお願いします
・新築などにより水道を新しく引くとき
・水道の使用を中止するとき
・水道の使用者の名義がかわるとき
・引っ越しするとき

水道メーターの検針にご協力ください
検針日は、毎月20日前後です。２～３日間かかります。

・メーターボックスの上に車・自転車や物を置かないでください。
・メーターボックスの中は、いつもきれいにしておきましょう。
・犬はメーターボックスから離れた場所につないでおいてください。

漏水のチェックの仕方
・メーターボックスのふたを開けると、パイロットという銀色の

丸いものがあります。家中の蛇口を閉めてもこれが回っている

ようでしたら、漏水の疑いがありますので、水道工事指定業者

に連絡をして、みてもらってください。
※メーターは８年毎に６月～８月にかけて町が委託した業者が交換しています。

支払方法について 
口座引落の場合：ハガキを送付します。
コスモス農協・四国銀行・高知銀行・高知信用金庫・郵便局の金融機関で口座の

引落ができます。通帳とその届出印を持っていき希望の金融機関で手続きをしてください。

　引落日　毎月15日（休日の時は翌日） 　再引落日　毎月月末（休日の時は翌日）

書の場合：役場 出納室・コスモス農協・四国銀行・高知銀行・高知信用金庫で支払うことができます。

◆お問い合わせ先：環境水道課 ＴＥＬ２６-１１１４

障
害
者
の
社
会
参
加
の
た
め

に
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
・
福
祉
ガ
ソ

リ
ン
チ
ケ
ッ
ト
を
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
〜
３
級
、
ま
た
は
療
育
手

帳
Ａ
１
、
Ａ
２
を
持
っ
て
い
る
方

に
加
え
、
今
年
か
ら
精
神
障
害
者

手
帳
１
級
・
２
級
を
持
っ
て
い
る

方
も
対
象
に
交
付
し
ま
す
。

た
だ
し
、
重
複
交
付
、
交
付
後

の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
４
月
１
日
か
ら
受
け
付

け
し
ま
す
が
、
月
割
交
付
（
月
２

枚
）
で
す
の
で
５
月
以
降
の
申
請

の
場
合
は
、
申
請
月
以
前
の
チ
ケ

ッ
ト
は
差
し
引
い
た
交
付
と
な
り

ま
す
。

（
平
成
22
年
度
も
チ
ケ
ッ
ト
１
枚

３
５
０
円
）

◎
ガ
ソ
リ
ン
チ
ケ
ッ
ト
は
、
介
護

の
た
め
の
同
一
世
帯
の
運
転
者
も

対
象
と
な
り
ま
す
。

町
内
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
申
請
に
必
要
な
も
の

【
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
申
請
】

各
種
障
害
者
手
帳
、
印
鑑

【
ガ
ソ
リ
ン
チ
ケ
ッ
ト
申
請
】

各
種
障
害
者
手
帳
、
印
鑑
、
運

転
免
許
証
、
自
動
車
車
検
証

※
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
交
付

を
し
ま
せ
ん
。
役
場
本
庁
舎
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課
福
祉
係

T
E
L
２
６
―
１
１
７
０
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高知高知県地県地地球温暖化地球温暖化防止防止県民県民会会議議議　森議　森林吸林吸収対策部収対策部会会会(平成会(平成2121年度作成年度作成))
「森「「森「森づくづづくづくり普りり普り普及啓及及啓及啓発パ発発パ発パネルネネルネル(44(4(4枚枚11枚枚枚1枚1組)組)組)A1AA1A1サイササイサイズ」ズズ」ズ」のごごのごのご案案内内案案案内案内と活活と活と活用のの用の用のお願願お願お願いいい

高知県地球温暖化防止県民会議では、県民の方々の素朴な疑問として多くあある質る質問「問「木を伐っ木を ていい

の？」に対してお答えし、間伐の必伐の必要性要性を啓を啓発する「森づくり普及啓発パネパネル」を作を作成成しました。た

環境学習や温暖化防化防止な止などのどの活活動や展示、研修 どなどの機の機会が会があありましましたたら 検ご検討い討いたただき、き、活用活 くださる

ようお願い申し上げま上げます。す。

パネルは、4つつの施設に置かせの施設に置かせて ていいただいていますます。貸し出しを行ってておりま のすので、ご利用の際にはお

近くの施設にお問お問 合わせい合わせいたいただだきご利 く用くださださるようお願い願い申し申し上げますす。

①《木を伐っていいの？》 ◆森林整◆森林整備（間伐の促進）が人工林人 を育てまてますす

「木「木を伐を伐ってっていいの？」「人工林の木は伐っっ いんていいんです」

②《木によるCO2循環》 ◆木は「は「吸収」し」 たCO2を「固定定」す」する循環可能能な資源資源です

③《森林整備への県民参加》 ◆森林整備(林整備(間伐の促間伐の促進)で温暖化防止に貢献

④《木を活かす取組》 ◆「木」をいろいろなろ ところでたくさん使うこととで温暖化防止で に貢献

◆お問い合わせ先

こうち男女共同参画センター3階　高知県地球温暖化防止県民会議事務局

TEL088－822－5554　　FAX088－802－2205

＊普及啓発パネルは、県民会議のホームページに掲載しており、各パネルをPDFで見ることができますので、

ご案内いたします。 http://npo-kankyonomori.com/kenminkaigi/forest/panel.html

医
療
機
関
で
支
払
っ
た
１
カ
月

の
医
療
費
が
高
額
に
な
り
、
医
療

費
の
払
い
戻
し
が
生
じ
た
場
合
、

対
象
者
の
方
に
通
知
を
行
い
ま

す
。通

知
書
が
届
い
た
方
は
必
ず
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
手
続
き
は
住
民
課
で
行
い

ま
す
。

手
続
き
は
初
回
の
み
で
構
い
ま

せ
ん
。
手
続
き
完
了
後
に
、
高
知

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が

定
め
て
い
る
支
払
日
（
原
則
毎
月

20
日
）
に
支
給
し
ま
す
。

●
申
請
時
に
必
要
な
も
の

被
保
険
者
証
・
認
印
・
口
座
番

号
の
分
か
る
も
の

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課
保
険
係

後
期
高
齢
者
医
療
担
当

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
７
０

後後後後
期期
高高
齢齢
者者
医医
療療

高高高高
額額
療療
養養
費費
等等
のの

払払払払
いい
戻戻
しし
制制
度度
にに

つつつ
いい
てて

非
課
税
世
帯
の
方
に
は
、
入
院

時
自
己
負
担
額
お
よ
び
食
事
代
等

減
額
制
度
が
あ
り
ま
す
。

入
院
時
の
自
己
負
担
額
や
食
事

代
等
が
、
区
分
に
応
じ
て
減
額
さ

れ
ま
す
の
で
、
入
院
治
療
が
必
要

に
な
る
と
き
に
は
、
住
民
課
の
窓

口
で
申
請
手
続
き
を
行
い
、
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
を
、
医
療
機
関
へ
被
保
険

者
証
と
い
っ
し
ょ
に
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

●
申
請
時
に
必
要
な
も
の

被
保
険
者
証
・
認
印

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課
保
険
係

後
期
高
齢
者
医
療
担
当

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
７
０

後後後後
期期
高高
齢齢
者者
医医
療療

入入入入
院院
時時
自自
己己
負負
担担
額額

等等等等
のの
減減
額額
認認
定定
にに

つつつ
いい
てて
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「「
子子子子
どど
もも
手手
当当
」」にに

つつつつ
いい
てて

平
成
22
年
４
月
か
ら
「
児
童
手

当
」
制
度
に
か
わ
っ
て
「
子
ど
も

手
当
」
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
中
学
校
終
了
ま

で
の
子
ど
も
を
養
育
す
る
保
護
者

に
対
し
て
、
所
得
に
関
係
な
く
子

ど
も
一
人
に
つ
き
月
額
１
３
，
０

０
０
円
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

■
申
請
手
続
き
に
つ
い
て

◎
平
成
22
年
３
月
に
「
児
童
手
当
」

を
受
給
し
て
い
る
場
合

①
養
育
し
て
い
る
子
ど
も
の
中
に
、

４
月
か
ら
中
学
校
２
・
３
年
生

に
な
る
子
ど
も
が
い
な
い
方
は
、

申
請
手
続
き
は
不
要
で
す
。（
た

だ
し
、
６
月
の
現
況
届
は
必
要

で
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。）

②
養
育
し
て
い
る
子
ど
も
の
中
に
、

４
月
か
ら
中
学
校
２
・
３
年
生

に
な
る
子
ど
も
が
い
る
方
に
つ

い
て
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

◎
対
象
年
齢
の
子
ど
も
を
養
育
し

て
い
る
が
、「
児
童
手
当
」
を
受

給
し
て
い
な
い
場
合
は
、
申
請

が
必
要
で
す
。

※「
中
学
校
終
了
ま
で
の
子
ど
も
」

と
は
、
満
15
歳
以
後
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
子

ど
も
で
す
。

※「
中
学
校
２
・
３
年
生
に
な
る
子

ど
も
」
と
は
、
平
成
７
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
子
ど
も
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課
子
ど
も
手
当
担
当

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

｜

６６

１
１
１
５

戸戸
籍籍籍籍
のの
届届
けけ
出出
をを
ささ
れれ
るる
方方
へへ

〜〜
人人人人
口
動動
態態
職
業業
・・
産
業業
調調
査査

へへ
のののの
ご
協協
力力
の
おお
願願
い
〜〜

出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・

離
婚
の
届
け
出
を
さ
れ
る
と
き

に
、
職
業
を
記
入
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
死
亡
届

に
は
、
農
業
、
建
設
業
、
不
動
産

業
と
い
っ
た
産
業
も
併
せ
て
記
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

届
け
出
を
す
る
市
町
村
役
場
窓

口
に
「
出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・

離
婚
の
届
け
出
を
さ
れ
る
方
に
お

願
い
（
職
業
・
産
業
例
示
表
）」
を

備
え
付
け
て
い
ま
す
の
で
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
分
か
ら

な
い
場
合
は
戸
籍
・
窓
口
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

調
査
結
果
は
、
今
後
の
厚
生
労

働
行
政
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
調
査
期
間
】

平
成
22
年
４
月
１
日
〜

平
成
23
年
３
月
31
日

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課
戸
籍
・
窓
口
係

T
E
L
２
６

｜

６６

１
１
１
５

広
報
紙
は
全
世
帯
に
毎
月
配
布

さ
れ
、
宣
伝
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。
会
社
や
お
店
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
よ
い
機
会
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
掲
載
で
き
な
い
広
告
】

○
政
治
活
動
ま
た
は
宗
教
活
動
に

関
す
る
も
の

○
特
定
の
意
見
の
主
張
ま
た
は
特

定
の
個
人
の
宣
伝
を
主
た
る
目

的
と
す
る
も
の

○
青
少
年
の
教
育
上
好
ま
し
く
な

い
も
の

○
法
令
な
ど
に
違
反
し
、
ま
た
は

抵
触
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

○
貸
金
業
に
関
す
る
も
の

○
暴
力
団
、
そ
の
他
反
社
会
的
団

体
が
関
与
す
る
と
認
め
ら
れ
る

も
の

○
公
租
公
課
を
滞
納
し
て
い
る
者

の
広
告

○
そ
の
他
広
報
紙
に
掲
載
す
る
広

告
と
し
て
適
当
で
な
い
と
町
長

が
認
め
る
も
の

※
公
租
公
課
と
は
・
・
・

国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
に
よ

っ
て
公
の
目
的
の
た
め
に
賦
課
さ

れ
る
公
の
負
担
の
総
称
で
す

【
広
告
掲
載
箇
所
】

広
報
紙
各
紙
面
の
下
部
。

た
だ
し
、
広
報
紙
の
編
集
状
況

に
応
じ
て
、
位
置
を
変
更
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

【
広
告
の
規
格
・
掲
載
料
等
】

広
告
１
（
１
段
サ
イ
ズ
）

規
格

縦
48
㎜
×
横
１
７
４
㎜

広
告
掲
載
料
（
１
月
分
）

５
０
０
０
円

（
広
告
主
が
町
内
の
場
合
）

１
０
０
０
０
円

（
広
告
主
が
町
外
の
場
合
）

広
告
２
（
半
サ
イ
ズ
）

規
格

縦
48
㎜
×
横
87
㎜

広
告
掲
載
料
（
１
月
分
）

３
０
０
０
円

（
広
告
主
が
町
内
の
場
合
）

６
０
０
０
円

（
広
告
主
が
町
外
の
場
合
）

【
申
込
方
法
】

総
務
課
に
備
え
付
け
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
広
告
原

稿
お
よ
び
当
該
広
告
の
電
子
デ
ー

タ
、
納
税
証
明
等
を
添
え
て
、
広
告

掲
載
を
希
望
す
る
月
の
前
々
月
の

25
日
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
広
報
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
１

広広広広
報報
おお
ちち
にに
有有
料料
広広
告告

をををを
掲掲
載載
しし
まま
せせ
んん
かか
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現
在
、
町
民
総
合
運
動
場
の
一

角
に
、
西
日
本
の
自
治
体
の
中
で

は
、
極
め
て
希
少
な
夜
間
照
明
を

備
え
た
越
知
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
造
る

工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

完
成
予
定
は
５
月
末
日
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
完
成
す
る
ま
で
の

間
、
運
動
場
施
設
を
ご
利
用
の
み

な
さ
ん
や
周
辺
に
お
住
ま
い
の
住

民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
工
事
車
両

の
通
行
や
騒
音
な
ど
で
ご
迷
惑
と

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
南

海
地
震
対
策
は
も
と
よ
り
、
傷
病

者
の
緊
急
搬
送
を
実
現
す
る
た
め

の
防
災
施
設
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
消
防
防
災
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
１

ごごごご
理理
解解
とと
ごご
協協
力力
をを

おおおお
願願
いい
しし
まま
すす

ーー
越越越越
知知
ヘヘ
リリ
ポポ
ーー
トト
新新
設設
工工
事事
ーー

昨
年
か
ら
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
無
料
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
み
な
さ
ん
の
お
宅
の
寝
室
な

ど
に
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

取
り
付
け
が
済
ん
で
い
ま
す
か
。

も
し
も
の
火
災
か
ら
大
切
な
生

命
を
守
る
た
め
に
も
、
ま
だ
、
取

り
付
け
が
完
了
し
て
い
な
い
家
庭

は
、
す
ぐ
に
取
り
付
け
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

ご
自
分
で
の
取
り
付
け
が
難
し

い
方
は
、
総
務
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
る
か
、
近
所
の
消
防
団
員
さ

ん
に
ご
相
談
し
て
み
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

４
月
か
ら
も
引
き
続
き
、
役
場

に
て
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
配
布

を
行
い
ま
す
。

ま
だ
、
受
け
取
り
を
さ
れ
て
い

な
い
世
帯
は
、
印
鑑
を
持
参
の
上
、

お
早
め
に
役
場
２
階
総
務
課
ま
で

手
続
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
消
防
防
災
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
１

取取取取
りり
付付
けけ
てて
いい
まま
すす
かか
？？

火火火火
災災
警警
報報
器器
！！

急性アルコ急性アルコール中毒についール中毒についいていて急性アル急性アル ル中毒に いル中毒に いてい
この時期は、お花見、歓迎会等でお酒を飲む機会が多くなります。飲酒の機会が増えると、急性アルコー

ル中毒で救急搬送されるケースも多くなります。急性アルコール中毒は、『多量飲酒』・『一気飲み』など

により、体内で十分に代謝できない量を飲んでしまうことにより、アルコールによる急性中毒症状をきた

し、時には昏睡状態、死亡するなど生命に危険を及ぼすこともあります。そこでお酒を楽しく飲むための注

意すべきことについて紹介します。

注意することは･･･
・自分の適量を知るとともに、その日の体調にも注意しましょう。

・短時間のうちに多量の飲酒（一気飲み）はしないようにしましょう。

・飲酒の無理強いは、しないようにしましょう。

・酔った人がいたら、一人にしないように周囲の人が付き添いましょう。

・吐いたものが、のどにつまらないように注意しましょう。

・お酒が飲めない体質の方は周囲の人に「お酒が飲めない体質である」ことをアピールしましょう。

万が一急性アルコール中毒と思われたら
・反応はないが普段どおりの息がある場合は、

回復体位という姿勢をとらせます。

・呼吸が妨げられないようにする体位です。

体を横向きにし、頭を反らせて気道確保する

とともに、嘔吐しても自然に流れるように口

元を床に向けます。

救急（病院紹介）の問い合わせ

０８８９－２６－２１１１（高吾北消防署）　０８８９－３５－００１７（仁淀川分署）
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茶茶茶茶
摘摘
みみ
＆＆

山山山山
菜菜
採採
りり
ツツ
アア
ーー

「
虹
色
の
里
横
畠
」
は
、
今
年

も
茶
摘
み
と
山
菜
採
り
を
行
い
ま

す
。山

里
の
澄
み
き
っ
た
空
気
を
体

中
に
吸
い
込
み
な
が
ら
、
新
緑
の

中
で
、
の
ど
か
な
春
の
１
日
を
ゆ

っ
く
り
と
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

茶
摘
み
と
手
揉
み
体
験

茶
畑
で
お
茶
を
摘
み
、
釜
で
煎

っ
た
後
、
手
揉
み
を
し
て
か
ら
天

日
干
し
を
し
ま
す
。

・
で
き
あ
が
っ
た
手
揉
み
茶
は
、

大
人
の
人
数
に
分
け
て
お
持
ち

帰
り
い
た
だ
き
ま
す
。

・
手
揉
み
茶
の
代
金
は
、
参
加
費

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

山
菜
採
り
体
験

ワ
ラ
ビ
園
で
す
く
す
く
と
育
っ

た
ワ
ラ
ビ
を
自
分
の
手
で
採
り
ま

す
。
ま
た
、
周
辺
の
散
策
も
予
定

し
て
い
ま
す
。

・
採
っ
た
ワ
ラ
ビ
は
１

程
度
ず

つ
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま

す
。

・
必
要
な
方
に
は
、
ワ
ラ
ビ
の
ア

ク
抜
き
に
使
う
灰
を
無
料
で
お

わ
け
し
ま
す
。

地
場
産
品
の
直
売

自
家
製
ケ
ー
キ
な
ど
の
地
場
産

品
を
販
売
い
た
し
ま
す
。
田
舎
な

ら
で
は
の
素
朴
な
昼
食
も
お
楽
し

み
に
。

【
日
時
】

５
月
４
日
（
火
）

午
前
８
時
30
分
受
付

午
前
９
時
00
分
開
始

午
後
３
時
00
分
解
散
予
定

※
雨
天
の
場
合
５
月
５
日
（
水
）

に
延
期

【
場
所
】

横
畠
・
横
畠
小
学
校
運
動
場

【
参
加
費
】

大
人

３
，
０
０
０
円

小
中
学
生

１
，
０
０
０
円

※
昼
食
代
込
み

（
小
学
生
未
満
は
無
料
）

【
定
員
】

先
着
30
名

（
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
）

【
締
切
日
】

４
月
27
日
（
火
）

◆
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

産
業
建
設
課

T
E
L
２
６
―
１
１
０
５

F
A
X
２
６
―
０
６
０
０

○
住
所
、
お
名
前
、
電
話
番
号
を

お
伝
え
く
だ
さ
い
。

○
土
曜
・
日
曜
日
は
F
A
X
で
申

し
込
み
願
い
ま
す
。

の
空
手
道
教
室
は
、
空
手
の

全
身
運
動
を
体
に
無
理
な
く
体
操

感
覚
で
学
ん
で
も
ら
い
、
参
加
者

の
体
力
増
強
と
健
康
維
持
に
役
立

て
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
原
則

と
し
て
全
日
程
を
受
講
し
て
く
だ

さ
い
。
全
日
程
を
終
了
し
た
方
に

は
、（
社
）
日
本
空
手
協
会
高
知
県

本
部
の
空
手
教
室
終
了
証
書
を
授

与
し
ま
す
。

ま
た
、
希
望
者
に
は
、
お
ち
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
空
手
道
部
で
指
導

を
継
続
い
た
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
是
非
、
空
手
を
体

験
し
て
く
だ
さ
い
。

【
主
催
】

お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

【
対
象
】

町
内
外
問
わ
ず
、
幼
稚
園
か
ら
高

齢
者
ま
で
対
象
で
す
。

【
日
程
】

４
月
21
日
か
ら
６
月
９
日
の
毎
週

水
曜
日
（
計
８
回
）

１
回
の
指
導
時
間
は
、
午
後
７
時

00
分
か
ら
８
時
30
分
ま
で
と
し
ま

す
。

【
場
所
】

越
知
町
民
総
合
運
動
場
武
道
館

【
服
装
】

運
動
の
で
き
る
服
装

【
申
込
み
期
限
】

４
月
14
日
（
水
）
ま
で
に
町
民
会

館
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、
町
民
会
館
・
役

場
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

空空空空
手手
道道
体体
験験
教教
室室

参参参参
加加
者者

募募募募
集集
！！！！
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４
月
の
母
子
保
健
事
業
は
次
の

と
お
り
で
す
。

乳
幼
児
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち

の
親
子
の
方
を
対
象
に
行
い
ま

す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

４
月
27
日
（
火
）

午
後
１
時
00
分
〜
午
後
３
時
30
分

【
実
施
場
所
】

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
検
診
室

【
内
容
】

★
育
児
相
談

（
身
長
・
体
重
測
定
な
ど
）

★
こ
い
の
ぼ
り
を
作
ろ
う

【
講
師
】

岡
本
加
代
子
先
生（
在
宅
保
育
士
）

【
持
参
す
る
も
の
】

①
母
子
健
康
手
帳

②
３
時
ご
ろ
お
や
つ
の
時
間
を
設
け

て
お
り
ま
す
が
、お
茶
、お
や
つ
は
各

自
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

③
参
加
希
望
の
方
は
、
材
料
等
の

準
備
の
た
め
、
４
月
22
日
（
木
）

ま
で
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

◆
連
絡
先

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

保
健
師
ま
た
は
保
健
衛
生
係
ま
で

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
２
１
１

ヘヘ
チチチチ
マ
をを
育育
て
てて
みみ
まま
せせ
んん
かか
！！

〜〜
産産産産
業業
祭祭
へへ
出出
品品
し
よよ
うう
〜〜

今今今今
月月
のの
母母
子子
保保
健健
事事
業業

今
年
の
産
業
祭
（
11
月
27
日

（
土
）
〜
28
日
（
日
）
開
催
）
よ
り
、

『
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
の
コ
ン
テ
ス

ト
』
か
ら
新
し
く
『
ヘ
チ
マ
の
コ
ン

テ
ス
ト
』
に
変
更
し
ま
す
。審
査

は
、
高
さ
を
競
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。興
味
の
あ
る
方
は
気
軽
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
配
布
数
】

ヘ
チ
マ
の
種
一
人
３
粒

【
配
布
日
】

4
月
20
日
（
火
）
〜
30
日
（
金
）

※
種
が
無
く
な
り
し
だ
い
終
了
し

ま
す
。

【
配
布
場
所
】

J
A
コ
ス
モ
ス
越
知
支
所
営
農
経
済
課

【
参
加
資
格
】　

町
内
在
住
ま
た
は
町
内
勤
務
の
方

越
知
町
産
業
祭
へ
出
品
し
て
く
れ
る
方

【
出
品
先
】

J
A
コ
ス
モ
ス
越
知
支
所

【
出
品
期
限
】11
月
26
日（
金
）

【
賞
】
高
さ
の
１
位
〜
３
位
に
は
副

賞
を
贈
呈

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
町
産
業
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

J
A
コ
ス
モ
ス
越
知
支
所
営
農
経
済
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
２
８
６
０

企企企企
画画
課課
をを
設設
置置

しししし
まま
しし
たた

こ
こ
数
年
、
行
財
政
改
革
に
と

も
な
い
課
の
統
廃
合
を
行
い
、
平

成
17
年
４
月
に
企
画
課
は
総
務
課

と
統
合
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
情

報
化
時
代
に
対
応
し
、
将
来
の
町

発
展
を
見
据
え
た
政
策
展
開
を
期

す
る
た
め
、
企
画
課
を
設
置
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
主
な
業
務
内
容

・
町
の
総
合
企
画
お
よ
び
調
整

・
高
知
県
産
業
振
興
計
画
の
関

連
事
業
の
企
画
調
整

・
高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ

グ
ス
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
に
関

す
る
こ
と

・
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
に
関
す
る

こ
と

・
集
落
支
援
、
定
住
・
移
住
に

関
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

※
事
務
所
は
役
場
西
側
の
西
庁
舎

（
旧
産
業
課
）
の
２
階
で
す
。

越越越越
知知知知
保保保保
育育育育
園園園園
内内内内

子子
育育
てて
支支
援援
セセ
ンン
タタ
ーーー

かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ

ご
家
庭
で
過
ご
し
て
い
る
子
ど

も
さ
ん
の
保
育
所
体
験
や
遊
び
の

場
、
ま
た
育
児
中
の
保
護
者
同
士

の
交
流
の
場
と
し
て
、
保
育
園
内

に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
け

て
い
ま
す
。

担
当
保
育
士
が
常
時
い
ま
す
の

で
、
月
曜
か
ら
金
曜
（
祝
日
除

く
）
の
好
き
な
日
・
好
き
な
時
間

に
い
つ
で
も
遊
び
に
来
て
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
月
に
数
回
は
行
事
（
な

か
よ
し
ひ
ろ
ば
）
等
を
企
画
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
に
！

☆
4
月
の
予
定
☆

　（
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
）

◎
23
日
（
金
）

誕
生
会
を
楽
し
も
う
！

◎
28
日
（
水
）

お
庭
で
遊
ぼ
う
！

【
時
間
】
午
前
９
時
30
分
〜

【
場
所
】
越
知
保
育
園

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
保
育
園

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
２
１
４
１

広広広広
報報報報
おおおお
ちちちち

「「
は
じじ
めめ
てて
のの
おお
誕誕
生
日日日日
」」

へへ
投投
稿稿
しし
まま
せせ
んん
かか

越
知
町
で
は
、
初
め
て
お
誕
生

日
を
迎
え
ら
れ
る
お
子
さ
ん
の
紹

介
を
広
報
お
ち
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。投

稿
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
総

務
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
そ

の
際
に
プ
リ
ン
ト
し
た
写
真
か
デ

ジ
カ
メ
な
ど
の
写
真
デ
ー
タ
を
ご

持
参
願
い
ま
す
。

ま
た
、
来
庁
で
き
な
い
方
は
、

総
務
課
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
し
て

い
た
だ
く
と
投
稿
用
紙
を
送
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
投
稿
さ
れ
た
記
事
は
、
越
知
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ

れ
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
広
報
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
１
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横倉山自然の森博物館春季企画展横倉山自然の森博物館春季企画展

『“森の妖精”ヤイロチョウ』『“森の妖精”ヤイロチョウ』
横倉山自然の森博物館春季企画展

『“森の妖精”ヤイロチョウ』
【期　間】４月１７日（土）～６月６日（日）

【主旨・内容】

　日本の渡り鳥の中で最も美しく、その美しさ故“森の妖精”と言われ、また、滅多にその姿を見ることが

ないことから“幻の鳥”とされるヤイロチョウ。日本で最初に営巣が確認されたのが高知県宿毛市であった

ことから、“県鳥”〔 高知県指定天然記念物 〕として県民に親しまれていれれ ます。すす

　私たちの越知町横倉山でも、毎年ヤイロチョウが飛来し、美しいさえずりを聞かせてくれ、思わぬ所で

その姿に遭遇することもあります。十数年前には巣も見つかり、営巣していた事実が確認されました。

　今回、絶滅危惧種に指定されているヤイロチョウの生息する森を「生態系保護区」としてオーナー制で

購入し、ナショナルトラスト活動で守り続けている社団法人 生態系トラスト協会の協力で、ヤイロチョウの

魅力や生態の実態について本剥製や写真、解説パネル等で紹介する企画展を開催することになりまし

た。

　企画展を通して、ヤイロチョウの魅力について知るとともに、自然環境をも含めた保護意識の高揚に繋

がることを願ってやみません。是非、ご来館ください。

《共催》社団法人 生態系トラスト協会

【休館日】毎週月曜日（祝日の場合は翌日）

【入館料】大　　　  人　５００円（７０歳以上の方は２５０円）

　　　　  高校・大学生　４００円

　　　　  小・中学生 ２００円（越知町内の小・中学生は無料）料料

《関連企画》

講演『ヤイロチョウについて』
講　師：中村滝男 氏 （社団法人 生態系トラスト協会会長）

開催日：５月９日（日）午後１時～午後 3時

内　容：“幻の鳥”ヤイロチョウの調査、保護活動をとおして

　　　　分かってきたその魅力や生態の実態について

参加費：無料（入館料のみ）

《お問い合わせ》

越知町立横倉山自然の森博物館　　TEL ( 0 8 8 9 )  2 6 - 1 0 6 0
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地域やＰＴＡの協力を得て式場準備準備
  教育相談員の古味博様のお世話で国生流の小田豊子様、小田春香様、宮崎八重子様、大崎美佐子様の4名（越知町

文化推進協議会会員）が卒業式のお花を3月13日（土）の卒業式前日に生けてくださいました。

越知中学校では、卒業式の花は舞台の左右と舞台下の左右の4カ所に大きな生け花を置いていました。例年は、大き

な枝の松・桃・南天等は委員会のお世話や教員の家から持ってきたものを使い、花は造花を毎年使って、教職員が生

けていましたが、異動等で今年は生けれる者がおらず困っていました。委員会の方に相談したところ相談員の古味さ

んが、国生流の方に声を掛けてくださり、快く引き受けてくださいました。今年も枝類は学校が委員会や教員の自宅の

物を持ってきましたが、生け花は、国生流の方々が準備した物が使われました。例年より少し小振りかもしれませんが、

今年は造花を一本も使わずに3時間程かけて生けていただきました。

  体育館前の通路と体育館入り口は毎年2年の保護者が飾り付けをしてくれています。すす また、

開かれた学校づくり推進委員会やＰＴＡのＯＢ会からもお花をいただき、卒業式を盛り立てていただきました。ありが

とうございました。

横倉山自然の森博物館春季企画展

『“森の妖精”ヤイロチョウ』

越 知 中 学 校 卒業証書授与式

～卒業式の様子～

国生流の皆さんの飾りつけ ＯＢ会からの花

2年保護者の飾りつけ 開かれた学校づくりからの花
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ソ
ン

ソ
ン
ジ
ョ
ン

国
際
交
流
協
会
か
ら
こ
ん
に
ち
は

４
月
：
世
界
５
大
健
康
食
品
、

キ
ム
チ
の
発
酵
科
学
♥

国
際
交
流
員

孫

仙
正

越
知
町
の
皆
さ
ん
、一
カ
月
間
お
元

気
で
し
た
か
〜
？

先
月
の「
ハ
ン
グ
ル
ス
ト
ー
リ
ー
」

を
書
い
た
後
、
お
読
み
に
な
ら
れ
た

方
々
か
ら
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、そ
の
大
半
が「
知

ら
な
か
っ
た
わ
〜
」と
い
う
驚
き
の
声

だ
っ
た
の
で
す
。「
ハ
ン
グ
ル
っ
て
世

界
遺
産
だ
っ
た
の
？
」、「
記
号
み
た
い

に
見
え
て
い
た
け
ど
、実
は
す
ご
い
科

学
的
な
文
字
な
ん
だ
ね
」、「
ハ
ン
グ
ル

語
で
は
な
く
、韓
国
語
と
ハ
ン
グ
ル
文

字
だ
っ
た
ん
だ
ね
」な
ど
な
ど
。

そ
う
い
っ
た
皆
さ
ん
の
ご
感
想
に

パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
、こ
れ
か
ら
２
カ

月
は「
韓
国
人
が
世
界
に
誇
れ
る
３
大

す
ご
ア
イ
テ
ム（
？！
）」を
紹
介
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
〜
！
第
１
弾

が
先
月
の
ハ
ン
グ
ル
な
ら
、
今
月
の

第
２
弾
は
、韓
国
の
イ
メ
ー
ジ「
キ
ム

チ
〜
！
」。

今
と
な
っ
て
は
も
は
や
日
本
で
も

超
日
常
的
な
フ
ー
ド
と
な
り
、世
界
的

に
も
抗
癌
作
用
な
ど
そ
の
優
れ
た
効

果
が
立
証
さ
れ
脚
光
を
浴
び
ま
く
っ

て
い
る
の
が
こ
の
キ
ム
チ
で
す
。そ
し

て
や
は
り
韓
国
人
に
と
っ
て
は
、先
祖

代
々
か
ら
息
づ
い
て
い
る
魂
み
た
い

な
も
の
！（
笑
）私
も
、日
本
に
い
る
今

も
一
日
ほ
ぼ
３
食
、キ
ム
チ
を
食
べ
て

い
る
し
、キ
ム
チ
の
無
い
世
の
中
な
ん

て
、生
き
て
く
気
力
も
な
く
し
ち
ゃ
い

ま
す
よ
〜
。

こ
こ
で
、日
本
で
よ
く
聞
か
れ
る
質
問
、

日
本
の
キ
ム
チ
と
韓
国
の
キ
ム
チ
っ
て

違
う
の
？

１
９
９
６
年
、「
国
際
食
品
規
格
委

員
会（
C
o
d
e
x
）」に
て
、日
本
の

キ
ム
チ
を「
K
I
M
C
H
I
」と
し
て

認
め
る
べ
き
か
ど
う
か
が
議
論
さ
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

２
０
０
１
年
か
ら
現
在
ま
で
、日
本
の

キ
ム
チ
は
国
際
食
品
規
格
で
は
キ
ム

チ
と
し
て
承
認
さ
れ
て
い
な
い
そ
う

で
す
。

う
ん
？
こ
れ
っ
て
、
ど
う
い
う
こ

と
？
何
が
違
う
の
？
そ
の
理
由
を
聞

い
て
み
る
と
、日
本
産
の
キ
ム
チ
と
韓

国
の
キ
ム
チ
に
は
、製
造
過
程
に
お
い

て
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
。日
本
で
作
ら
れ
た
キ
ム
チ
の
ほ
と

ん
ど
が
、唐
辛
子
で
辛
味
を
つ
け
、ま

ろ
み
や
う
ま
み
な
ど
は
調
味
料
で
整

え
た
発
酵
程
度
の
弱
い「
浅
漬
け
」、

「
唐
辛
子
に
染
ま
っ
た
白
菜
漬
け
」な

の
に
対
し
、韓
国
の
キ
ム
チ
は
さ
ま
ざ

ま
な
食
材
を
自
然
発
酵
さ
せ
る
こ
と

で
作
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。つ
ま
り
、こ
の「
自
然
発
酵
」

の
プ
ロ
セ
ス
を
十
分
に
踏
ん
で
い
る

か
ど
う
か
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の

で
す
。

キ
ム
チ
の
発
酵
科
学

キ
ム
チ
の
発
酵
科
学
は
大
変
難
し

く
複
雑
な
も
の
で
、発
酵
プ
ロ
セ
ス
に

関
わ
る
微
生
物
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

今
だ
に
研
究
が
続
い
て
い
る
く
ら
い
。

し
か
し
、そ
の
主
役
は
も
ち
ろ
ん「
乳

酸
菌
」で
す
。発
酵
に
関
わ
る
様
々
な

微
生
物
の
中
、塩
分
に
耐
え
、酸
素
を

嫌
っ
て
、低
い
温
度
を
好
む
乳
酸
菌
だ

け
が
、野
菜
の
栄
養
を
利
用
し
て
徐
々

に
繁
殖
し
て
い
く
の
で
、こ
れ
こ
そ
が

「
キ
ム
チ
の
発
酵
」
！
ジ
ャ
ジ
ャ
ー

ン
！一

定
時
間
を
経
て
十
分
に
熟
成
し

た
キ
ム
チ
の
中
に
は
、人
体
に
有
益
な

乳
酸
菌
が
99
％
を
占
め
、他
の
菌
は
１

％
程
度
ま
で
落
ち
ま
す
。そ
の
数
お
よ

そ
、キ
ム
チ
１
ｇ
あ
た
り
最
大
10
億
個

の
乳
酸
菌
！
も
ち
ろ
ん
１
種
類
だ
け

で
な
く
、い
ろ
ん
な
種
類
の
乳
酸
菌
が

い
っ
〜
ぱ
い
詰
ま
っ
て
い
る
の
で
、そ

れ
こ
そ
乳
酸
菌
の
天
国
！
乳
酸
菌
の

繁
殖
に
よ
っ
て
発
生
し
た
有
機
酸
が

キ
ム
チ
独
特
の
味
と
香
り
を
作
る
の

で
、こ
の
時
期
こ
そ
が
、「
キ
ム
チ
の
食

べ
頃
」で
す
。

し
か
し
！
私
の
好
き
な
福
山
雅
治

も
歌
い
ま
し
た
。諸
行
無
常
っ
て
い
う

じ
ゃ
な
い
〜
♪
変
わ
ら
ぬ
も
の
な
ど

あ
り
ゃ
し
な
い
〜
♬（
歌「
化
身
」中
）

全
て
は
来
て
は
去
る
も
の
、変
わ
る
も

の
。キ
ム
チ
世
界
を
制
覇
し
て
い
た
無

敵
の
乳
酸
菌
も
、時
期
を
越
せ
ば
あ
る

瞬
間
Ph（
酸
度
）が
落
ち
、死
ん
で
い
く

時
期
が
来
ま
す
。そ
の
時
期
に
は
、今

ま
で
静
か
に
黙
っ
て
い
た
他
の
雑
菌

（
酵
母
）た
ち
が
繁
殖
し
は
じ
め
、匂
い

も
変
わ
り
、味
も
す
っ
ぱ
く
な
り
。乳

酸
菌
の
弱
ま
っ
た
キ
ム
チ
世
界
で
雑

菌
た
ち
が
反
乱
を
起
こ
し
ま
す
の
で
、

一
種
の「
腐
敗
」が
始
ま
る
わ
け
で
す
。

韓
国
で
も
漬
け
た
て
の
サ
ク
サ
ク

感
を
楽
し
む
た
め
の
「
コ
ッ
チ
ョ
リ

（
浅
漬
け
）」が
好
き
な
人
が
い
れ
ば
、

シ
ン
ギ
ム
チ（
完
全
に
す
っ
ぱ
く
な
っ

た
キ
ム
チ
）が
好
き
な
人
も
い
ま
す
。

し
か
し
、浅
漬
け
の
キ
ム
チ
に
も
、す

っ
ぱ
い
キ
ム
チ
に
も
、
キ
ム
チ
鍋
に

も
、よ
く
発
酵
さ
せ
た
生
の
キ
ム
チ
ほ

ど
の
乳
酸
菌
は
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

つ
ま
り
、一
番
良
い
食
べ
方
と
な
る

と
や
は
り
、い
ろ
ん
な
野
菜（
白
菜
、大

根
、ニ
ラ
、ニ
ン
ニ
ク
、生
姜
、ネ
ギ
な

ど
な
ど
、韓
国
で
は
キ
ム
チ
を
作
れ
る

材
料
だ
け
で

70
種
類
の
野
菜
を
挙
げ

て
い
ま
す
）に
、生
魚
類（
イ
カ
、イ
ワ

シ
、エ
ビ
、タ
ラ
な
ど
）と
果
物（
リ
ン

ゴ
や
梨
な
ど
も
キ
ム
チ
に
よ
く
使
わ

れ
ま
す
）、堅
果
類（
松
の
実
、銀
杏
、く

る
み
）な
ど
を
入
れ
、密
封
し
て
、低
い

温
度
で
一
定
期
間
発
酵
さ
せ
た
食
べ

頃
の
生
の
キ
ム
チ
を
い
た
だ
く
の
が

一
番
だ
と
い
う
こ
と
！
１
ｇ
あ
た
り

10
億
個
の
乳
酸
菌
を
召
し
上
が
れ
〜

（
笑
）こ

う
い
っ
た
キ
ム
チ
に
含
ま
れ
て

い
る
乳
酸
菌
に
は
高
い
抗
癌
効
果
が

あ
る
ほ
か
に
も
、免
疫
力
を
増
進
さ
せ

る
効
果
も
。そ
し
て
ベ
ー
タ
カ
ロ
テ
ン

な
ど
豊
富
な
抗
酸
化
物
質
に
よ
っ
て

人
体
の
老
化
を
抑
制
す
る
効
果
も
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。特
に
肌
の
組
織

に
関
わ
り
、新
し
い
コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
形

成
に
働
き
か
け
る
た
め
、お
肌
の
美
容

に
は
最
高
で
す
よ
。
そ
の
他
ビ
タ
ミ

ン
、ミ
ネ
ラ
ル
、繊
維
質
も
豊
富
な
の

で
ま
さ
に
総
合
美
容
栄
養
剤
！（
笑
）

こ
う
い
っ
た
効
果
が
立
証
さ

れ
、
２
０
０
６
年
ア
メ
リ
カ
の

H
e
a
l
t
h
紙
は
、日
本
の
納
豆
、

ス
ペ
イ
ン
の
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
、ギ
リ

シ
ャ
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
、イ
ン
ド
の
レ
ン

ズ
豆（
レ
ン
チ
ル
豆
）、そ
し
て
韓
国
の

キ
ム
チ
を
、世
界
の
５
大
健
康
食
品
と

し
て
選
定
し
ま
し
た
。

キ
ム
チ
の
国
で
生
ま
れ
て
納
豆
の

国
に
住
ん
で
い
る
私
、私
の
好
物
は
お

酢
を
使
わ
な
い
超
簡
単「
キ
ム
チ
納
豆

海
苔
巻
き
」〜
！
今
晩
皆
さ
ん
の
食
卓

に
も
い
か
が
で
し
ょ
う
か
〜
♪
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博
物
館
だ
よ
り

石
灰
岩
と
土
佐
漆
喰

　
日
本
は
地
下
資
源
に
乏
し
く
、そ

の
ほ
と
ん
ど
を
外
国
か
ら
の
輸
入
に

依
存
し
て
い
ま
す
が
、石
灰
岩
だ
け

は
自
国
で
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。『
日
本
三
大
カ
ル
ス
ト
台
地
』で
あ

る
、秋
吉
台（
山
口
県
）・
平
尾
台（
福

岡
県
）・
四
国
カ
ル
ス
ト（
高
知
県
・
愛

媛
県
）
を
は
じ
め
、
阿
哲
台
（
岡
山

県
）・
帝
釈
峡（
広
島
県
）な
ど
石
灰
岩

の
大
き
な
岩
体
か
ら
成
る
景
勝
地
が

全
国
各
地
で
見
ら
れ
ま
す
。

　
高
知
県
内
の
石
灰
岩
鉱
床
は
、ほ

と
ん
ど
す
べ
て
が「
秩
父
累
帯
」と
呼

ば
れ
る
地
質
区（
地
帯
）に
属
し
て
い

て
、現
在
操
業
し
て
い
る
石
灰
鉱
山

と
し
て
は
、鳥
形
山
石
灰
鉱
山（
旧
仁

淀
村

：

日
鉄
鉱
業
・
少
な
く
と
も
一
部

は
古
生
代
ペ
ル
ム
紀
）が
最
も
規
模

が
大
き
く
、か
つ
品
質
に
す
ぐ
れ
て

い
る
た
め
、製
鉄
用
・
セ
メ
ン
ト
原
料

用
と
し
て
出
荷
さ
れ
、一
部
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
ま
で
輸
出
し
て
い
る
そ
う

で
す
。あ
と
、稲
生（
南
国
市

：

田
中
石

灰
鉱
業
・
中
生
代
三
畳
紀
）、そ
れ
に
、

土
佐
山
鉱
山（
旧
土
佐
山
村

：

太
平
洋
セ

メ
ン
ト
・
ペ
ル
ム
紀
）な
ど
が
あ
り
ま

す
。か
つ
て
は
、鳥
ノ
巣（
佐
川
町
・
中

生
代
ジ
ュ
ラ
紀
）、大
平
山（
同
・
ペ
ル

ム
紀
）、鍾
乳
洞
で
有
名
に
な
っ
た
天

崎（
土
佐
市
・
三
畳
紀
）、荒
倉（
旧
春

野
町
・
三
畳
紀
）、治
国
谷（
高
知
市
・
三

畳
紀
）な
ど
で
採
掘
し
て
い
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
が
セ
メ
ン
ト
の
原
料
で
す

が
、小
規
模
な
所
で
は
、酸
性
土
壌
の

中
和
剤
と
し
て
畑
な
ど
に
蒔
く„
石

灰“
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。南
国

市
布
師
田
で
は
横
倉
山
と
同
じ
４
億

年
前
の
古
生
代
シ
ル
ル
紀
の
石
灰
岩

を
消
石
灰
と
し
て
使
用
し
て
い
た
よ

う
で
す
。越
知
町
の
本
村
地
区
に
も

小
規
模
な
石
灰
岩
の
岩
体
を
利
用
し

た
焼
場（
窯
）が
あ
っ
た
と
聞
い
て
お

り
、そ
の
遺
構
が
わ
ず
か
に
残
っ
て

い
ま
す
。１
８
８
３（
明
治
１６
）年

に
ド
イ
ツ
人
地
質
学
者 

エ
ド
モ
ン
ト
・
ナ
ウ

マ
ン
博
士
が
地
質

調
査
の
た
め
、

領
石
か
ら
佐

川
に
向
か
う

途
中
、
朝
倉

近
辺
で
「
鰕

ヶ
橋
（
現
海

老
ヶ
橋
？
）

の
そ
ば
に
大

き
な
焼
石
灰
工

場
が
あ
る
…
」と

い
う
こ
と
を
帰
国
後

に
書
い
た
論
文
中
に
記

述
し
て
い
ま
す
。恐
ら
く
、す
ぐ

近
く
の
荒
倉
の
石
灰
岩
を
原
料
に
し

て
焼
い
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
石
灰
は
、こ
の
他
、高
知
県
で
は
土

蔵
の
壁
素
材
と
し
て
塗
ら
れ
る「
土

佐
漆
喰
」と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。「
漆
喰
」は
、生
石
灰（
酸
化
カ
ル

シ
ュ
ウ
ム

：CaO

）に
水
を
加
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
で
き
る
消
石
灰（
水
酸
化

カ
ル
シ
ュ
ウ
ム

：Ca

（O
H

）2

）を
原
料

と
す
る„
石
灰“
の
こ
と
で
す
。耐
熱

性
・
耐
久
性
に
優
れ
、水（
雨
）に
も
強

く
、雨
が
多
く
台
風
の
常
襲
地
で
あ

る
高
知
県
に
と
っ
て
大
変
適
し
た
壁

素
材
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。し
か
も
、

土
佐
の
場
合
、土
蔵
の
妻
の
部
分
に

鶴
・
亀
・
布
袋
な
ど
の
繊
細
で
豪
華
な

装
飾
が
施
さ
れ
、芸
術
的
な
も
の
が

多
く
見
ら
れ
ま
す﹇
写
真
﹈。明
治
時

代
に
栄
え
た
越
知
町
商
店
街
の
所
々

に
も
、漆
喰
壁
を
用
い
た
家
が
残
っ
て

お
り
、当
時
の
華
や
か
さ
を
う
か
が

い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
石
灰
岩
は
、炭
酸
カ
ル
シ
ュ
ウ
ム

（C
aC
O
3

）か
ら
成
る
堆
積

岩
で
、主
な
成
因
と
し

て
は
、次
の
二
通
り

が
あ
り
ま
す
。

１
．サ
ン
ゴ
・
貝

類（
腕
足
類
を

含
む
）な
ど
の

炭
酸
カ
ル
シ

ュ
ウ
ム
の
骨

格
を
も
っ
た

生
物
が
化
石
に

な
っ
て
で
き
る

場
合（
生
物
岩
）

２
．海
水
中
の
炭
酸
カ

ル
シ
ュ
ウ
ム
が
濃
集
し
て
で

き
る
場
合（
化
学
岩
）

　
横
倉
山
の
シ
ル
ル
紀
の
石
灰
岩
は
、

た
く
さ
ん
の
サ
ン
ゴ
の
化
石
を
含
ん

で
い
る
の
で
、前
者
の
方
に
相
当
し
ま

す
。た
だ
し
、一
般
に
前
者
の
方
は
、大

部
分
が
海
底
の
海
山（
多
く
は
海
底
の

火
山
活
動
に
よ
っ
て
で
き
る
）の
上
に

繁
殖
し
て
で
き
る
の
に
対
し
、横
倉
山

の
も
の
は
、陸
地（
微
小
大
陸
）の
縁
辺

部
の
サ
ン
ゴ
礁
と
し
て
で
き
た
も
の

で
す
。し
か
も
、赤
道
付
近
の
、オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
大
陸
の
近
く
で
形
成
さ
れ

た
も
の
で
す
。四
国
カ
ル
ス
ト
の
石
灰

岩
も
赤
道
近
く
で
形
成
さ
れ
、荒
倉
山

の
石
灰
岩
な
ど
の
秩
父
累
帯
南
帯
に

属
す
る
化
石
に
乏
し
い
石
灰
岩
は
、暖

か
い
テ
チ
ス
海（
„ 

古
地
中
海“
）〔
約

２
億
年
前
〜
４
０
０
０
万
年
前
〕で
形

成
さ
れ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
石
灰
岩
は
、柔
ら
か
く
加
工
し
や

す
い
が
雨
に
弱
い（
侵
食
さ
れ
や
す

い
）の
で
、日
本
の
よ
う
な
雨
の
多
い

国
で
は
、建
築
物
の
内
壁
に
使
用
す
る

こ
と
は
あ
っ
て
も
、直
接
雨
の
当
た
る

外
壁
に
は
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
ま
せ

ん
。も
ち
ろ
ん
、墓
石
と
し
て
も
適
し

ま
せ
ん
。特
に
酸
性
雨
が
問
題
化
し
て

い
る
現
代
で
は
、研
磨
し
た
面
が
白
く

腐
食
さ
れ
て
見
苦
し
い
も
の
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。高
知
城
西
の
四
国
森

林
管
理
局（
旧
高
知
営
林
局
）の
玄
関

ポ
ー
チ
の
柱
に
使
用
さ
れ
て
い
る
横

倉
山
産
の„
土
佐
桜
石
灰
岩“
も
腐
食

さ
れ
、そ
の
こ
と
で
返
っ
て
４
億
年
前

の
ハ
チ
ノ
ス
サ
ン
ゴ
・
ク
サ
リ
サ
ン

ゴ
・
日
石
サ
ン
ゴ
・
四
射
サ
ン
ゴ
な
ど

の
サ
ン
ゴ
の
化
石
が
浮
き
上
が
っ
て

非
常
に
観
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
石
灰
岩
が
熱
変
成
作
用
を
受
け
て

で
き
た
大
理
石
は
、場
合（
雨
が
少
な

い
地
域
な
ど
）に
よ
っ
て
は
建
物
の
外

部
に
も
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、イ

ン
ド
北
部
の
ア
ー
グ
ラ
地
方
に
あ
る

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産（
文
化
遺
産

：

１
９
８
３
年
指
定
）「
タ
ー
ジ
・
マ
ハ
ル
」

は
建
物
全
体
が
白
大
理
石
で
作
ら
れ

て
い
ま
す
。ち
な
み
に
、エ
ジ
プ
ト
の

ク
フ
王
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
若
い
時
代

（
４
０
０
０
万
年
前
後
）の
１
個
２
・
５

㌧
も
の
石
灰
岩
を
約
２
３
０
万
個
も

積
み
上
げ
て
で
き
て
い
ま
す
。た
だ
、

石
灰
岩
自
体
が
新
し
く
、強
い
日
射
の

乾
燥
気
候
下
に
あ
る
た
め
、風
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。

　
石
灰
岩
そ
の
も
の
は
、日
本
で
も

ご
く
稀
に
、土
蔵
の
基
礎
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
る
の
を
見
か
け
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
。城
の
石
垣
の
石
と
し

て
も
、石
灰
岩
は
滅
多
に
使
用
さ
れ

ま
せ
ん
が
、高
知
城
の
石
垣
の
ご
く
一

部
に
は
見
ら
れ
、長
宗
我
部
氏
の
居

城
で
あ
っ
た
桂
浜
の
浦
戸
城
址
の
石

垣
に
も
比
較
的
多
く
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
れ
は
、恐
ら
く
東
方
の
稲
生

の
石
灰
岩
を
船
で
運
ん
で
き
た
も
の

で
し
ょ
う
。高
知
城
の
石
垣
の
石
灰

岩
は
、浦
戸
城
の
石
垣
に
使
用
さ
れ

て
い
た
も
の
を
転
用
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、高
知
県
と
石
灰
岩

と
の
関
わ
り
は
深
く
、人
間
生
活
の

上
で
も
深
い
関
わ
り
と
長
い
歴
史
を

も
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

※「
鳥
ノ
巣
石
灰
岩
」と
い
う
名
前
は
、
ナ
ウ
マ

ン
博
士
が
佐
川
の
鳥
ノ
巣
地
域
に
分
布
す

る
石
灰
岩
に
対
し
て
名
付
け
た
も
の
で
、
世

界
に
紹
介
さ
れ
た横

倉
山
自
然
の
森
博
物
館

学
芸
員
　
安
井 

敏
夫

い
な 

ぶ

あ
ま

さ
き

じ  

ご
く
だ
に

ま

い
し

ば
い

え
び 

が 

は
し

せ
っ
か
い

ほ 

て
い

し
っ
く
い

せ
い
せ
っ
か
い

し
ょ
う
せ
っ
か
い

※

鳥形山鳥形山鳥形山
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お
く
や
み

町
民
の
動
き

2
月
届
け
出
分

人口

男

女

世帯数

出生

死亡

転入

転出

2

12

13

8

6,681

3,118

3,563

3,035

（△5）

（△3）

（△2）

（＋1）

１
区

６
区

６
区

７
区

７
区

９
区

11
区

鎌
井
田

鎌
井
田

日
ノ
浦

宮
地
下

柴
尾

中
内
フ
サ
エ

田
村

和
子

古
味

敬
規

山
本

春
子

山
下

進

中
平

末
子

岡
田
為
次
郎

岡
林

由
紀

岡
林

敏
晴

武
智

寅
男

小
田
喜
津
子

山
本
佐
久
實

住

所

氏

名

歩歩歩歩
ここ
うう
会会

久久久久
礼礼
海海
岸岸
ココ
ーー
スス

【
日
時
】

４
月
21
日
（
水
）

午
前
８
時
20
分

サ
ン
プ
ラ
ザ
越
知
店
集
合

午
前
８
時
30
分

サ
ン
プ
ラ
ザ
越
知
店
出
発

午
後
５
時
00
分

帰
着
予
定

【
経
路
】

越
知
―
須
崎
―
久
礼
海
岸
―

須
崎
―
越
知

【
実
施
要
領
】

・
車
両
利
用
で
実
施
す
る

・
参
加
料
２
，
７
０
０
円

（
弁
当
代
を
含
む
）

・
募
集
人
員
に
達
す
れ
ば
締
め
切

る
も
の
と
す
る

・
集
合
時
間
に
遅
れ
な
い
こ
と

・
そ
の
他
は
従
来
ど
お
り

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

矢
野

T
E
L
２
６
―
０
４
５
８

【
開
館
日
時
】

火
曜
〜
日
曜

午
前
11
時
00
分
〜
午
後
７
時
00
分

（
休
館
日

月
曜
・
年
末
年
始
）

４
月
23
日
は
「
子
ど
も
読
書
の

日
」。
こ
の
日
か
ら
５
月
12
日

ま
で
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

で
す
。
学
校
・
地
域
・
家
庭
を

通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
本
に

関
心
を
持
て
る
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

お
す
す
め
図
書
の
紹
介

子
ど
も
の
本

「
こ
ん
た
、バ
ス
で
お
つ
か
い
」

田
中

友
佳
子

著

こ
ぎ
つ
ね
の
こ
ん
た
は
、
お
母
さ

ん
に
お
つ
か
い
を
た
の
ま
れ
ま
し

た
。
バ
ス
に
乗
っ
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
家
ま
で
、
お
い
な
り
さ
ん
を
届

け
に
行
く
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
ま

ち
が
え
て
乗
っ
て
し
ま
っ
た
バ
ス
に

は
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
お
ば
け
が
乗
り
こ

ん
で
き
て
、
こ
ん
た
は
大
あ
わ
て
。

新
着
図
書
（
え
ほ
ん
）

◇
か
え
る
を
の
ん
だ
と
と
さ
ん

（
日
野

十
成
）

◇
ま
た

ぶ
た
の
た
ね

（
な
か
や
み
わ
）

◇
ま
た
ま
た

ぶ
た
の
た
ね

（
な
か
や
み
わ
）

◇
か
い
じ
ゅ
う
た
ち
の
い
る
と
こ
ろ

（
モ
ー
リ
ス
・
セ
ン
ダ
ッ
ク
）

お
と
な
の
本

「
こ
れ
な
ら
読
め
る

龍
馬
か
ら
の
手
紙
」

齋
藤

孝

著

坂
本
龍
馬
は
、
33
年
の
生
涯
に

膨
大
な
手
紙
を
書
き
残
し
た
。

特
に
、
心
を
許
し
た
女
性
あ
て

の
手
紙
か
ら
は
素
顔
の
龍
馬
像
が

浮
か
び
上
が
る
。姉
・
乙
女
、
初
恋

の
人
・
平
井
加
尾
、
最
愛
の
妻
・
お

龍
ら
に
あ
て
た
手
紙
を
、ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
『
声
に
だ
し
て
読
み
た
い
日

本
語
』の
著
者
、
齋
藤
孝
氏
の
わ
か

り
や
す
い
現
代
語
訳
で
読
む
本
。

本
の
森

図
書
館
だ
よ
り

（3月1日現在）

「
龍
馬
伝

Ⅰ
」福田

靖

著

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
龍
馬
伝
」

の
完
全
小
説
版
。
名
も
な
き
若
者
が

世
界
を
動
か
す
「
龍
」
へ
と
成
長
し

て
い
く
姿
を
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
で
描

く
。
全
４
巻
中
の
第
１
巻
で
す
。

新
着
図
書
（
一
般
）

◇
ノ
ベ
ラ
イ
ズ

お
と
う
と

（
山
田
洋
次
）

◇
日
本
人
の
知
ら
な
い
日
本
語
２

（
蛇
蔵
・
海
野
凪
子
）

◇
龍
馬
が
辿
っ
た
道（

春
野
公
麻
呂
）

◇
海
は
る
か

坂
本
龍
馬

（
京
都
新
聞
出
版
）

◇
坂
本
龍
馬

地
図
帳

◇
Ｒ
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

龍
馬
と
生
き
た
幕
末
の
１
０
０
人

◇
坂
本
龍
馬

脱
藩
の
道

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

３
４
０
０

※住民課に死亡届のあった方を掲載しています。
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行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

の
ぼ
り
ゆ
く
靄
は
山
肌
を
ゆ
る
や
か
に
誰
に
も
言
は
ぬ
わ
が

望
み
あ
り

廣
見

正
子

去
年
は
見
し
花
を
と
思
い
夫
の
た
め
庭
の
紅
梅
の
ひ
と
枝
を

折
る

結
城
多
良
子

所
在
な
く
時
過
ご
す
日
の
重
な
り
て
吾
も
怠
け
に
な
り
ゆ
く

ら
し
き

吉
良

武

手
術
後
の
妻
の
最
後
の
言
葉
あ
わ
れ
お
礼
参
り
に
共
に
ゆ
か

な
む

井
上
善
三
郎

朝
の
陽
射
し
に
弾
か
る
る
ご
と
ケ
ラ
ケ
ラ
と
モ
グ
ラ
脅
し
の

風
車
が
回
る

宮
橋

敏
機

墓
原
の
墓
の
間
に
水
仙
と
ア
ロ
エ
が
咲
け
り
こ
の
ひ
と
と
こ

ろ

黒
岩

英
起

車
掌
さ
ん
が
客
を
押
し
込
み
走
り
し
は
半
世
紀
前
今
日
客
二

人

玉
井
喜
代
子

枯
草
に
埋
る
る
裸
婦
像
の
胸
あ
は
れ
海
の
夕
陽
の
あ
か
あ
か

と
さ
す

楠
瀬
兵
五
郎

◎
短
歌
ア
ル
バ
ム
を
残
そ
う

喜
び
や
悲
し
み
を
思
い
の
ま
ま
に
短
歌
に
込
め
、
写
真
の
ア
ル
バ
ム

の
よ
う
に
残
せ
た
ら
楽
し
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
興
味
の
あ
る
方
は
ど

う
ぞ
役
場
前
の
「
本
の
森
図
書
館
」
へ
遊
び
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

越
知
短
歌
会
世
話
役
・
宮
橋

第第第
七七七
十十十
二二
回回回
越越越
知知知
短短短
歌歌歌
会会

なかよし広場「誕生会を楽しもう！」

春の旧松山街道探検ウォーク

茶摘み＆山菜採りツアー

宮の前公園

横畠小学校

保育園

25

17ページ参照

16ページ参照

裏表紙参照

なかよし広場「お庭で遊ぼう！」保育園 17ページ参照

17ページ参照

10：00～

8：30～9：15

9：40～

10：00～

8：30～9：15

13：30～

10：00～

7：40～8：15

9：30～

10：00～

10：00～

9：30～

8：00～

8：30～9：15

13：00～

13：30～

8：30～

13：00～

4月

5月
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優
勝
・
準
優
勝

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

越
知
エ
ン
ジ
ェ
ル
ズ

２
月
20
日
・
21
日
と
第
28
回
高

知
県
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
新
人

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
は
、
高
学
年
メ
ン
バ
ー

（
５
年
生
主
体
）
が
そ
ろ
わ
ず
、

低
学
年
チ
ー
ム
の
み
の
参
加
と
な

り
ま
し
た
。
参
加
数
16
チ
ー
ム
で

試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
昨
年
度

の
３
位
の
成
績
を
上
回
る
準
優
勝

に
輝
き
ま
し
た
。

ま
た
、
３
月
６
日
・
７
日
に

は
、
第
９
回
鴨
田
杯
が
開
催
さ

れれ
、
高高
学
年
・
低
学
年
チ
ー
ム
と

も
に
参
加加
しし
まま
し
た
。
６
年
生
に

と
っ
て
は
最
後
の
大大
会会
と
な
り
ま

し
た
。
試
合
結
果
は
、
高高
学学
年
チ

ー
ム
は
２
部
で
準
優
勝
、
低
学学
年年

チ
ー
ム
は
２
部
で
優
勝
と
好
成
績

を
残
す
こ
と
が
で
き
、
部
員
た
ち

も
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
す
。

越
知
エ
ン
ジ
ェ
ル
ズ
で
は
、

「
春
休
み
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
」

を
開
く
な
ど
新
入
部
員
も
募
集
中

で
す
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
み
た

い
小
学
生
の
み
な
さ
ん
、
平
日
の

練
習
も
見
学
で
き
ま
す
の
で
是

非
、
見
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

練
習
は
毎
週
火
曜
・
金
曜
日
の

午
後
６
時
か
ら
８
時
ま
で
、越
知
小

学
校
体
育
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。

越
知
町
に
も
脱
藩
の
道
が
あ
っ
た
！

第
１
回 

春
の
旧
松
山
街
道
探
検
ウ
ォ
ー
ク

高
知
Ｆ
Ｄ
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
出
演
し
ま
せ
ん
か
？

低学年チーム高学年チーム

虹
色
の
里
横
畠
で
は
、
旧
松
山

街
道
の
整
備
完
了
を
記
念
し
て

「
第
１
回
春
の
旧
松
山
街
道
探
検

ウ
ォ
ー
ク
」
を
行
い
ま
す
。
山
歩

き
に
自
信
の
あ
る
方
向
き
（
Ａ
コ

ー
ス
）
と
、
体
力
づ
く
り
を
目
指

す
方
向
き
（
Ｂ
コ
ー
ス
）
が
あ
り
、

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
春
の
山
歩
き
を
ご
一

緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
！

【
と
き
】

平
成
22
年
４
月
25
日
（
日
）

８
時
00
分
宮
の
前
公
園
集
合

（
雨
天
の
場
合

５
月
２
日
）

【
Ａ
コ
ー
ス
】

堂
岡
〜
仁
淀
川
町
見
越
ま
で

（
約
1
4
・
０
㎞
）

【
Ｂ
コ
ー
ス
】

堂
岡
〜
横
畠
小
学
校
ま
で

（
約
４
・
２
㎞
）

※
Ｂ
コ
ー
ス
は
昼
食
後
、
健
康
セ

ミ
ナ
ー
と
周
辺
の
史
跡
探
索

※
両
コ
ー
ス
と
も
宮
の
前
公
園
か

ら
堂
岡
ま
で
と
終
点
か
ら
宮
ノ

前
公
園
ま
で
は
バ
ス
で
送
迎
し

ま
す
。

【
参
加
費
】

昼
食
代
等
込
み

１
５
０
０
円

・
小
学
生
以
下
は
１
０
０
０
円

（
保
護
者
同
伴
の
こ
と
）

【
募
集
人
数
】

Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス
と
も
45
人

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

産
業
建
設
課

T
E
L
２
６

－

１
１
０
５

【
持
参
品
・
服
装
】

お
茶
・
タ
オ
ル
・
カ
メ
ラ
、
雨

具
、
帽
子
な
ど
、
山
登
り
に
適
し

た
服
装
（
ス
カ
ー
ト
禁
止
）
、
靴

は
底
が
滑
ら
な
い
も
の

主
催

虹
色
の
里
横
畠

協
力

地
域
支
援
企
画
員
・
越
知
町

観
光
協
会
・
越
知
町
教
育
委
員
会
・

遠
足
ク
ラ
ブ
・
越
知
町
横
畠
西
部
公

民
館
・
仁
淀
川
町
教
育
委
員
会

【
出
演
日
時
】５
月
５
日（
水
）

【
出
演
場
所
】

高
知
球
場（
高
知
市
大
原
町
）

【
募
集
人
数
】最
大
40
人

【
募
集
対
象
】

ホ
ー
ムム
タ
ウ
ン
近
隣
の
女
子

①
幼
稚稚
園園
〜
小
学
１
年
生

②
小
学
２
年
生生
〜〜
中
学
３
年
生

【
参
加
費
】無
料

【
練
習
場
所
】

佐
川
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

大
研
修
室

【
練
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

５
月
１
日（
土
）、２
日（
日
）の
２
日
間

午
前
10
時
00
分
〜
正
午

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス

事
務
局（
T
E
L
0
8
8

－

8
7
8

－

0
7
7
5
）


